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(l凋物の特性
①自郷罵境の基本的制書成要素である

多くの捕物は地面等に定着して生育するため、

その立地環境特性に特有の植物社会一群落を構

成する。また一方、立地に支配されて成立する

群落も、複雑な空間構造を形成することにより、

それ自体が植物や動物の生育・生息環境を創出

して生態系の基盤をなすとともに、自然景観の

中心的な構成要素として機能する。

⑧たくさんの類・種がある

植物と一言で、いっても、植物には種子植物、

シダ植物、蘇苔・地衣類、、藻類、菌類等の多く

の類がある。また、各類はさらに膨大な数の種

に細分化しており、未だに分類情報すら明確で、

ないものも少なくない。

③一つの系(植現時主会一群藩)を形成

植物と植物との問には、競合・共存・寄生等

様々な関係が成立するとともに、それらが相互に

関連してひとつの系(植物社会一群落)を形成し

ている。その系は、そこを生育地とする各干重量力物

とともに生物社会を形成し、さらに地形や土壌等

の生育某盤とも連携して生態系を構成しており、

その全容の解明は容易なことではない。

喧溜動性がある

植物の中には、極めて短期間しか地表に現れ

ないものが少なくなく、観測される種構成が季

節的に相当程度変化する。さらに植物群落は、“極

相"に向かつて徐々に構成や形態が変化してい

くG霊移する)。従って、得られる情報は時間(季

節または年)により大きく変動する。

(2)1罵寛アセスメン卜における
前提条件及び留意事項

明析的アプローチの限界と総合的アプローチの重要性

自然瑞克はいろいろな要因や要素料矧Lに絡み

合っている複合的・有機的存在であり、分析的ア

ブローチにより個々の要素の精交にt劫台しでも自

然環境の本質l詰切砕し難く、総合的アプローチが

必要となってくるO 植物においても、ある特定の

個体や個{枯ヰは単独で、生育するものではなく、個、

集団、環境の 3者の相互関係のうちに生育するも

のである。このため分析的アプローチのみならず、

総合的アプローチをともなってはじめて現況にお

ける個々の存在を理解することが百J能となるとと

もに、正確な器汐出予測や保全対策立案も可能とな

ることを常に念頭におく必要がある。

軍概存情報の活用にはオサ制今昧が:!O嘩

植物に関する情報には、分類情報、分布情報

及び生態情報があるが、現時点では全ての種に

ついて全ての情報が整備されているわけではな

く、現存する情報の量及び精度は、種または地

域により大きく異なる。従って、資料調査にお

ける既存情報の活用に当たっては、その情幸Rの
持つ科学的意味や信頼性を十分吟味し、正しく

解釈しておくことが重要である。

伊調査対象のF殿Eが£吾妻
数万種に及ぶ植物種の全てを対象として調査

することは、作業量や既存情報の蓄積の程度か

らみて実務的に不可能である。従って、環境ア

セスメントにおいては、調査対象を目的的に限

定することが必要不可欠であり、地域の環境特

性等を踏まえて、いかに合理的に対象を選定す

るかが重要なポイントとなる。

⑩賠査には静背~力t必要
植物の調査に関する信頼性及び精度の確保は、

多分に調査者の能力に依存する部分が大きく、

熟練者や有識者の個人的能力、または手作業に

頼らざるを得ない領域が相当程度存在する。従っ

て、調査の実施及び結果の整理・解析には多く

の入手と時間がかかり、自ずと費用もかさむこ

ととなる。

霊源臨置直似塵期間艮定される

現在行われている植物に関する現地調査は、

地域や時期を限定して行うサンプリング調査で

あり、調査により得られる部分的情報から、全

体を掌握しようとするものである。従って、最

もわかりやすい現象が出現する時期(開花期等)、

または現象の出現頻度が高まる時期(多くの個

体が地表に出現する時期等)を選んで実施しな

ければ、その情報の信頼性を確保することはで

きない。なお、現地調査の時期の選定に当たっ

ては、調査の適期が種によって異なることに留

意する必要があるO

錦纏予測における利震実性

植物社会一群落のしくみは複雑であり、構成

要素も多種多様である。加えて、植物個体その

ものにも、環境変化に対する反応の個体差、変

化に対する順応等の習性の柔軟さ等があるため、

予測結果には不確実性が残ることに留意する必

要がある。そのうえ、特に木本類では、障害が

顕在化するまでに数年、あるいは数十年を要す

るため、影響があったことを検知することは容

易ではないことに留意する必要がある O
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地域概況調査では、以下の3点を明らかにするために、主として種子植

物及びシタ植物、必要に応じて蘇苔類・地衣類も対象として、既存資料の

収集、空中写真の判読料、専門家等へのヒアリング*2及び概略踏査叫を実

施する。

骨フロラ(植物相)及び植生の概要

争注目すべき植物個体、植物種及び植物群落叫の分布及び特性

動聞からみた環境特性における事業地の位置づけ

結果は、織については植物種リスト*5、主要な植物個体及び植物群落り

ス卜並びに現研直生図(縮尺 1/5万)及び群落特性表、曾については注目

すべき植物個体、植物種及び植物群落の概略分布図及び群落特性表、。に

ついては植物からみた環境特性図等を作成してとりまとめる。

なお、調査対象地域*6は、事業地を中心とする概ね20km四方とするが、

場合に応じて拡大または縮小する。

調査対象地域における植物種の分布情報を収集・整理して植物種リストを作成する。また、自樹-巨木

等の植物個体または植物の種数・量が農富なもしくは特異な植物群落をすべて抽出・整理して、主要な植

物個体及び植物群落リストを作成する。さらに、現存植生図(縮尺 1/5万環境庁自然環境保全基礎調査等)

を群落特性表を付して収集・整理する。なお、現存植生閣の収集・整理に当たっては、空中写真を用いて

調査年次以降の大規模改変(大面積皆伐、住宅団地造成等)をチェックする。

上記の結果をもとにして、フ口ラ(植物相)の植物区系上の位置づけ、フロラ(植物相)を特徴づけて

いる主要な植物種、種数、主要な植物個体及び植物群落の分布、現存植生の水平的・垂直的分布、自然性、

地域住民とのかかわり等について説明する。

ou 
所要の図表を添付して、記述内

容の正確さや専「明主を損なわない

範囲内でわかりやすく表現するこ

とが重要である。
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調査対象地域は00県北西部沿岸に位置しており、地形的には火

山性の急峻な山群と緩やかな山麓斜面及び沖積低地から構成され、

気候的には冷涼多雪な条件下にある。調査対象地域内において生育

の記録されている植物種は表 O[表例 1-1]に示す00種である。

当該地域のフロラ(植物相)は、上記の気候条件等を反映して日

本海要素と呼ばれる植物群により特徴づけられることから、植物区

系的に日本海地域に含まれている。日本海要素の植物としては、冷

温帯のマルパマンサク、タヌキラン、亜寒帯のミツバノパイカオウ

レン、ハクサンオオバコ等が生育している。また亜寒帯・寒帯に属

する山地にはオノエスゲ、チングルマ等の寒地系植物群が、海岸付

近ではアカメガシワ、カラスザンショウ等の暖地系植物群がみられ、



門・網・呂 科名 穣 名

[表例 1-1 ] 

言己主量のある1似或

00 
地方

04 * 04 04 
03，4 04 
04 04 

。 04 
03，4 04 
04 04 

表-0 地域概況調査による植物種リスト

[シダ植物] ヒカゲノカスラ科|スギカスラ Lycopodium annotinum 

ヒカゲノカズラ Lycopodium clavatum 

マンネンスギ Lycopodium obscurum 

トクサ手ヰ スギナ

トクサ

イヌスギナ

Equisetum arvense 

Equisetum hyemale 

Equisetum palustre 

戸、\J〆「\J〆「\jー\~~\\、./-\ー/ー\~ー\、./-\/"-\~~、一/

[被子植物]

i (双子葉植物〉

I <離弁花類〉

人f¥J

注)1.標準和名、学名及び配列は「鎚物目録J (環焼庁自然保護局縮、 1987) に従った。

2. r記録ある地域」欄の記号及び番号は以下のとおり。。現地概略踏査時の確認。

0:資料錦査による確認。付記された番号は以下の出典を示す。

roo村誌J (00村、昭和60年)

日本植物ハンドブ Y?J (奥山春季、昭和49年)

3・rOOIllJ誌J (00町、昭和57年)

4: roo県環境情報(植物縞)J (00県、平成 6年)のうち00地方に生育する種

交:ヒアリンヴ調査による確認

当該地域のフロラを豊富なものとしている。

当該地域の主要な植物個体としては表-O[表例1-2Jに示した

とおり、 XX岳南東麓に位置する 'XX岳のヒガンザクラ」、 00
市00寺境内の '00寺のシダレウメ」がある。主要な植物群落と

しては、当該地域東部の00山周辺に '00山の高山植物群落」、 '0
o同風穴植物群」、 'OOLlJの楼生フゃナ林」等が集中的にみられる他、

西部の '00111の風街地植生」、 '00山の火山性砂槻啄植生」、 '0
0湿原」、南部の '00沢の岩壁植生」、 00湾海岸には '00)11河

口の塩沼植生J'00浜のハマハコベ群落」等があげられる。

植生的には表 O[表例1-3Jに示したとおり主としてブナクラ
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ス域に属し、標高 500m付近から上部は亜寒帯・寒帝樟生域に含ま

れている。

現存1U剖ミの分布をみると、 LLJl也の上部斜面や山頂部は地形的制約

とともに、冬季の風街のi;関空を強く受けたハイマツ等自然低木林を

中心とした布性であり、特にOOLLJ山頂周辺には大面積で、白鮒距t
がみられ、古くから山岳信仰の対象とされている。山地のj:j~ ・下部

斜面は、 UJ菜採りやハイキング等により地域住民に親しまれており、

表-0 地域概況調査による [表例 1-2] 
主要な植物個体及び植物群落リスト

s: 
名 称 相続 要 情報源

分

xx岳のヒガン xx岳南麓の旧道沿いにある推定4描総力おO年のエ O 
ザクラ ドヒガン。樹姿・樹勢とも良好である。 1，2，6 

00寺のシタレ cx瑚克内にある壮麗なシダレウメ。推樹輔が約 C渇
ウメ おO年といわれているが、近年衰弱が著しい。

oc山の高山植 cf.コ山の山頂付近にみられる典型的な高山帯稲生。
01 

物群落 山頂部にはチングルマ、オノ工スゲ、イトキンスゲ、

コマクサ等の豊富な高山植物群が生育してし唱。

00;同風対直物 00洞の風穴にみられる高山崎物群。コメバツガザ
02 

群 クラ・空カネイバラ等の高山植物がみられるもの

の、植生遷移の進行により生育域は減少しつつある。

cf.コ山のブナ林 00山中腹にみられるブナ自制本、閣毘ではスギ、 。
キタコヨウ林が、谷ではサワグルミ林もみられたが、

近年ほぼ全域伐採されカラマツ植林となっている。

00山の媛生ブ 。こはH察室OOm付近lこ、ミヤマナラ林と開妾して 03 
ナ林 i 生育してしも。

00山のスギ林 00幽嘉富OO~Cわmの崩良部のブナ林内に点在 O 
する、スギ自然林であり、スギはe*が多く林床は 3，4，5 
ハクサンシャクナゲが優占している。

00;町東 ζD召のエソヒルムシ口、ヒツジグサの群落。その 。4，5
周辺はヨシ湖東であり、低標高域の;世;g植生をよく

温存してし喝。

00111河口の塩 cf.コ川河口に広がるヨシ群落で、タチドジョウツナ @4，5 
7酎直生 ギ、ウミミドリ等豊富な塩生植物が生青する。

00;11i"-?合岸のハ 00湾沿岸の石長官華社世に広くみられた海岸植生。近年 <¥d:i3 
l マハコベ群落 iは議岸工事情間i周等により荒廃か進んでいる。

oc山の植生 山地帯から高山積までの垂直分布を示す自鮒直生が

みられる。

「ドゾーγ一一~一一一つ「
注) 1. r記録のある地域」欄の記号及び番号は以下のとおり。

。回現地概略踏査時の確認。

0:資料調査による確認。付記された番号は以下の出典を示す。

天然記念物緊急闘交J (文化庁、紹和49年)

2: roo県文化財団録J (00県、昭和59年)

自然環境保全調査報告書(基礎調査)すぐれた自然図J (環境庁、昭和51年)

第2回自然環境保全基礎調査報告書J (環境庁、昭和56年)

第 3癌自然環境保全基礎調査報告容J (環境庁、昭和63年)

6: roo県環境情報(植物縞)J (00燥、平成 6年)
-t:r:ヒアリング調査によるほ認
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表-0 群落特性表

三一言| コケモモハイ判
明! i~ I 君寵

;!  i i 

i (〉トト一劃動恥一一山山山一一/川川一イ仔伺叩デ市刑及Mび一一一一ヤ1一卿蜘…一……m州岬一の哨岬一輔蜘一の仙叫…附……が瑚榔即…激批航…し以一くゆ厳
| 鞭 マネスズク口マメノキ.ミネヤナ!期でもほとんど雪力岬守暗貢釣もらないようなところにみられる常

| i ギ.チンクルマ.コケモモ.コガ;緑媛J小l卜、自然低木群落。一旦破壊されると復元が困難であ

ネギク.シラネ二ンジン i る。

I i I ~~Y7C~~模コモリト内土ド[時海側一一時総自然林で標高
| ハウチワカエデ・ サ3 ・オ I8∞m以上の亜寒帯に成立する。構成穫にシラビソを欠き、

I -'tオカメ ノ キ ・ ム ラ サ キ ヤ シ オ ・ ツ|林床l3種類の夏樹底木カ潔茂する。

嬰 1 iルツゲ・ヤマソテツ・ツルアリド!

国オシ・ゴゼンタチバナ i 
帯

|チシマザサ郡 |三二主主主・ミネカエデ・コメ Y I尾糊等に発達するチシマザサの欄落である。∞山山

i ガ・ネコシデ・コヨウラクツツ Ir買等にみられるものであるが、規模は小さい。

iジクロ Yル…ノキシ[
ノブカグマ・ヤマソテツ | 

ドラジロヨウラク ιFZK ミヤマナラ群団 |オオイワウチワ・シノブカグマ・|

1 l'マソテ Y

マI @，チシマザサ フナ群 j-j-.イタヤカエテ ハウチワヵ(

ノ l 谷|団 iエデ・オオバクロモジ・リョウ iク;槌 IL.:LJ ! ~，.1 -"'j""J I 1 / ~ L.../ ".1=1".1 I 
ラ;生ブ・チシマザサ・エソユズリハ・ | 

ス |ォォ干ヲ万手亨・ツルシキミ | 域 1 -， -， ， ， " ， 

ク口ベーヒメコマツ; クロベ・ヒメコマツ・コメツガ・ I CX山南面の襟高600m付近の岩角地に発達する常緑針需封

I群落 jアカミノイヌツゲ・コヨウラクツ| 自然林。

ツジ・ハクサンシャクナゲ・ミネ j 

カエデ・ヤマソテツ・ショウジョ 1 

; l i l-ゴ…バナチシI マザサ l 

\ム\1ノ「\\」…\)\L \\Lー \\\J\--\)\ー〆\」〆\\〆\」ノ\~/\\/\)\~\
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l代 ミズナラ群落 | ミズナラ・クリ・カスミザクラ・ |ブナ林等を伐採した跡に成立する薪炭林起源。:二次ホた(コ!

;操オオバ クロモジ・オオカメノキ . 10山やxx岳の山腹から山麓にかけて広く成立している。
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原則として 1/5万総尺の地形

図をベースとして作成する。実際

の親克アセスメン卜容では適当な

大きさに期制、した図函を本文中に

掲載するとともに、原寸ったの図面

を巻末に綴じ込んでおくことか望

ましい。

薪炭林起源の二次ii'や、当該地域における主要な林業樹種のカラマ

ツの植林地であり、自然植生としてはOOUJ北西等にチシマザサー

ブナ群団がみられる。 LLJ麓からiL!J積低地にかけては、広大な水田、

牧草地、市街地がみられるほか、小規模ながら、スギ植林、アカマ

ツ;fì~林等の!坊J!fM-本や社寺林が点在している。

事業地の位置するムム山は、二次林・植林の卓越する代償植生域

にあたり、山頂部にチシマザサーブナ群団の自然植生がみられる他

は、ミズナラ群落、カラマツ植林、スギ植林等に覆われている。また、

事業地中央部にはヒルムシロクラス(浮葉・沈オ寸直物群落)のみら

れる 'OOi回京」があり、危急種を含む多干出頭の水生・湿生植物が

生育している ([;g卜O[図例1-1])0
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主賓再開重(俊占~lfll 概 要

擦高約1.∞Omの寒帯の山頂部にしばしばみられる常緑針葉

樹を主とする自然低材木岩手落高は概して 1mにみたず、

積雪が少ないj衛星T地によく発達する。厳しいj~忍克下に成立
するため、-.e，破壊されると自然的にも人為的にも復元は

困難である。

標高8∞m以上の風街地に発達する自然低木林。局所的に

日Om付近にもみられる。局所的に綾性フナを混える。

日本海側山地帯に代表的な気候自ゆE湘林で、フナ等州委占

する落葉広謂封自然林。標高8∞m以下のフナクラス域に成

立するが、その分布面積は人為の影響により急速に減少し

てしゅ。-.e:伐採されると、天然更新によりもとのヰ科目を

取り戻すのに1∞年比L上を要する。
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[図例1ー1]

ジュウモンジシダサワグルミ群集 {植林地・耕作i也植生] [その他]

コケモモーハイマツ群集 亡コハンノキ群落 カラマツ植林 市街地

イタドリーコメススキ群蕩 Eコスギ植林 Eユ人為裸1也

{湿原・塩沼地植生] 仁コアカマツ檎林 仁コ自然裸I也

オオシラピソ群集 ヒルムシロクラス ~落葉果樹図 仁コ開放水域

ウラギククラス(塩沼地植生) 仁ゴ畑地雑草群落

ウラジロヨウラクミヤマナラ群回 {ブナクラス域代償植生] 己コ水田雑草群湾 ぐ二開業地

仁コミズナラ群落 亡ゴ牧草地・ゴルフ場

チシマザサーブナ群団 ~シナノキエゾイ夕刊措

クロベーヒメコマツ群落 I>::~>/l ススキ君措

亡ゴ伐跡群落

くL。 7km 
図-0 現存植生図
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先に作成した植物種リスト、主要な積物{固体及び植物群落リスト、現存槙生図及び群落特性表か5、環

境保全上注目すべき植物個体、植物種及び植物群落を摘出し、その注目すべき理由(抽出根拠)、生育状

況及び生態特性の概要、環境保全関係の法令指定状況並びに情報源等を表にまとめ、あわせてその概略分

布閣を作成する。

注目すべき植物個体、植物種及び植物群落とは、環境保全関連の法令により指定されているもの、既往

の調査により希少性や分布限界性等の観点から選定されているもの六学識経験者等が注目しているもの、

地域住民とのかかわりが特に深いもの等である。

なお、既往の調査により選定された植物には、環境保全上の観点以外でとりあげ5れているもの、ある

いはその選定理由が現況では当てはまらないもの等が含まれる場合があるので、注目すべき植物個体、横

物種及び植物群落は、各々の選定理由と地域特性を十分勘案して抽出する必要がある。

また、概略分布図は、原則として 1/5万程度の縮尺の地形図をベースとして作成することとするが、既

存資料の精度が低い場合には、 1/20万の縮尺でもやむを得ないこととする。

注目すべき植物種と保全目標として設定される保全対象の植物種等との関係

植物種リストに掲げられたすべての穫

注目すべき植物種

保全目標として設定される保全対象の植物稜

仔U

注目すべき植物個体、植物種及び植物群落は、以下の図 O[図
例 1-2J、表-O[表例 1-4Jに示すとおり、 xx岳のヒガンザ

クラ l個体、ナガエミクリ等6種、 00山の高山植物群落等12地域

である。
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[図例1-2]
原則として 1/5万縮尺の地形

図をベースとして作成する。実擦

の環境アセスメント惑では適当な

大きさに布制、した図面を本文中に

掲載するとともに、原寸大の図面

を巻末に綴じ込んでおくことか望

ましい。
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-く〉注目すべき植物問、植物種生育地(番号l措ーO[表例1-4]と対応)

ぐ;〉耕地

o CD 
~園田町E園田園田園田園田町

図-0 注目すべき植物個体、植物種及び植物群落の概略分布閣

表-0 注目すべき植物個体、植物種及び植物群落の特性等の概要表 [表例 1-4] 

孟|同一日目ム一一瓦坦盃坦一一一 一一一(一日!
1 IXX岳のヒガン 00県指定天然記念物 IXX岳南麓の旧澄沿いに:ここでいうヒガンザクラは|文化財保護!・資料2、6

|槌|ザクラ iである。 1 あり、古くから百印とし;エドヒガンのことであり、|法で県の「天 j

|物!(日夜む年指定)| |て親しまれている。推定i本州~九州に分布する夏緑 i然記念物J I 
1 1._ 樹齢的加年。標高18m!高木花期5月上旬。に指定され|

!個百通幹周3.5m、枝張りている。 i

( 体は約20m.こ及び、樹姿も

良く、樹勢も盛んである

ナガエミク RDB で「危急也に I CX::沼のヨシ湿原の~弘子主両こ分布する多年.通五一つ
2 I楠 I(ミクリ利 t註されている。 I約30mにわたり小個{梢|草。沼畔や池溝等の浅い引 |・慨踏酎i
-I'~ 1 が点在している。 11まから直立して生える。花 I にE見地確認|

1一|期7~8月。 |I

1山!スフ5 1 RDBで「危急HL.こ 100沼のヨシ湿原の岸辺|本州~琉球諸島に分布する・資料6

十在(卜チカ力ミ川指定され日。 何回こ、仰が生育 1 1同協休日に生育・概略踏査時

:川 Iしている。し 葉 は 混 生 し 株 を つ く る 。 I に部輔君

-----------_._-----------------融制 ~10月。
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